
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３３

基盤研究(C)（一般）

2015～2011

脳卒中背面開放座位ケアプログラムの定着を促す看護師支援ツールの開発と評価

Development and evaluation of nursing tools for promoting the sitting position 
without back support: a care diffusion program for stroke patients

２０３２７９７７研究者番号：

桑本　暢子（大久保暢子）（Kuwamoto (Okubo), Nobuko）

聖路加国際大学・看護学部・准教授

研究期間：

２３５９３１８９

平成 年 月 日現在２８   ９ ２０

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：脳卒中患者に対する背面開放座位ケアプログラムの定着を目指した看護師支援ツール開発の
ために、普及理論をもとに質的研究を行った。結果、促進因子は,認定/専門看護師がオピニオンリーダーとなり,コア
ナースの育成,多職種/家族の協力,病棟文化,電子チャートにケア項目として入れる,プログラムをアレンジする,相対優
位性/試行可能性,/両立可能性が高いことであった.阻害因子は,看護師の異動,採用拒否者の存在,教材不足,複雑性/観
察可能性の低さであった.促進/阻害因子の多さ,強さによって,導入/実施継続,中断が起こっていた.定着には,プログラ
ムの重要要素は保持した上で内容を変化させることが重要であった.

研究成果の概要（英文）：A qualitative study was conducted, based on the diffusion of innovations theory, 
to develop nursing tools that help diffuse the sitting position without back support care for stroke 
patients among nurses. The following were found to be factors promoting the program: certified nurses or 
clinical nurse specialists acting as opinion leaders; development of core nurses; 
multidisciplinary/family cooperation; hospital ward culture; incorporation of care items in the 
electronic chart; program arrangement; and high relative advantage/trialability/compatibility. Impeding 
factors were: relocation of nurses; presence of nurses who refuse to use the sitting position without 
back support care; shortage of training materials; and low complexity/observability. Introduction, 
continuation, or discontinuation of the program depended on the number and intensity of 
promoting/impeding factors. It was considered important to modify the contents of the program.

研究分野：基礎看護学
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１．研究開始当初の背景
 我が国の脳卒中患者は、寝たきりへの移行、
社会復帰困難を伴い、急性期治療以後の看護、
介護に対する課題は多い。
防止･残存機能の維持を目指し、
組みとして提供されているのが、背面開放座
位であ
地し、背中をもたれさせないでベッドの端に
座る姿勢のことを指し、自力で座ることが出
来ない患者には保持具を使用することで、簡
単に提供できるケアである。研究代表者はこ
の背面開放座位のプログラムを開発し、有効
性の研究を行ってきた。有効性は示せたもの
の、各医療施設での背面開放座位ケアプログ
ラムの定着率には課題があり
相談者がいない、中途採用者や新人への指導
者がいない等が理由で導入中止をする施設
も認めている。
効果的な看護技術の定着は、多くの看護研
究者が課題としており、開
ムを一時期指導していくだけでは定着には
至らず、途
高いと言える。
論が広く利用されている。この理論は、商品
や技術の普及・定着には、マーケティング分
野の理論がそのまま適応するとは限らない
ものの、プログラムを導入する施設の
オンリーダーを
技術の教育
れて検討する余地は十分ある
本研究は、脳神経系病棟における背面開放
座位ケアプログラムの定着を促進するため
の看護師支援ツールを開発し、その評
うことを
後、普及理論専門家より、普及理論をもとに
本ケアプログラム定着の
することが必要で、それには事例ごとの細か
な分析が必要との助言を受けた。従って、本
研究の目的を
の定着に向けて、普及理論をもとに、脳神
系病棟における背面開放座位ケアプログラ
ムの定着に対する促進、阻害因子を明らかに
し、定着の方略を
 
２．研究の目的
 背面開放座位ケアプログラムの定着に向
けて、普及理論をもとに、脳神
ける背面開放座位ケアプログラムの定着に
対する促進、阻害因子
ために必要な方略の提示を目的
 
３．研
(1) 本プログラムの導入をしている・してい
た医療施設を対象に
理論の観点から、定着プロセスの事例研
究を行った。

(2) (1)
着

(3) (2)
師支援ツール
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４．研究成果 
(1) 普及理論による
究： 
合計 7医療施設を対象に、ロジャーズ普及
理論を基に事例分析を行った結果、
継続しており、
をしていた。以下に
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普及理論による定着プロセスの事例研

医療施設を対象に、ロジャーズ普及
理論を基に事例分析を行った結果、
継続しており、4 施設が何らかの原因で中断

以下に定着のプロセスとし
代表例を示した。 
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定着プロセスの事例研

医療施設を対象に、ロジャーズ普及
理論を基に事例分析を行った結果、3 施設が
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定着のプロセスとし

 

 

 

定着プロセスの事例研

医療施設を対象に、ロジャーズ普及
施設が

施設が何らかの原因で中断
定着のプロセスとして、



(2) 定着に対する阻害、促進因子の検討： 
本プログラムを導入している・していた計
7 医療施設の看護師、医師、理学療法士を対
象に、計38名にインタビュー調査を行った。 
結果、促進因子は,「本プログラム導入を
指導した開発者がチェンジ・エージェントと
して効果的に機能したこと」,「中心となっ
て実践したオピニオンリーダーの活動」,「看
護管理者,医師をはじめとする多職種・家族
の協力」,「病棟の文化」,「高い相対的優位
性」,「試行可能性の高さ」であった．阻害
因子は,「看護師の異動や退職」,「採用拒否
者の存在」,「教材の不足」,「複雑性の高さ」,
「観察可能性の低さ」であった。 
促進/阻害因子の多さ,強さによって,導入
/実施継続,中断が起こっていた. 
  

(3) 定着のための方略の分析と明確化： 
 研究(2)で得られた促進因子と阻害因子を
踏まえ、オピニオンリーダーに向けた教育プ
ログラム作成や,異動に左右されず縦断的に
活動できる看護師を活用することが方略と
して必要と推測できた。さらにオピニオンリ
ーダーとして認定看護師や専門看護師の存
在が大きく、影響力を持っていたことから、
本プログラム定着の促進のために、認定看護
師や専門看護師を仲間としていくことが重
要と捉えた。 
 本プログラムに対する複雑性の高さは、定
着のために克服をする優先課題と考えられ、
背面開放座位保持具の操作の簡便さを考慮
した改良は不可欠であった(特許申請中)。 
 加えて、本研究から、エビデンスの高い革
新的看護技術を医療施設に導入・定着させる
ためには、開発したプログラムが確固たる内
容で作成されているのではなく、プログラム
の中で効果を生むために譲れない核となる
技術要素を保ちながら、それ以外の内容は、
各医療施設の文化や物品、価値観などで変更
可能な、柔軟なプログラム内容にしていく必
要があることも分かった。 
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